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  センサーの前に立つだけで体のゆがみやバランスを測定する事ができます 

 
 
 

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
    
 
 
 
 
  
   
 
 

 

      測定方法 

 

 

 

 

 

 

 

      ワンポイント 

※計測後はキーボードのカーソルキーの上下で過去の履歴を見る事が出来ます。左右を押すと最新となります 

※計測後はマウスの右ボタンで戻る事ができます。 

※リアルタイムモードとカウントダウンモードはマウスホイールを押す事で切り替える事ができます。 

※計測後、片手を数秒挙げ続ける事でカウントダウンモードに戻ります。 

※設定により計測後特定の時間が経過すると自動で結果に応じたゲームコンテンツが実施されます。 

※座位計測の際は設定より腰以下の表示を OFFにしてください。 

 

 

姿勢測定 「ケアピっと」 

指示に従い立ちます 

(1.6～2.0m) 

自動的に測定されます 

画面は計測結果、及びリアルタイム計測画面です 

計測後に自動で戻る場合は

その秒数を指定します。自

動で測定に基づいたゲーム

を実施する場合、秒数を指

定します。 

通常時はカウントダウンモードを利用し 

自分の姿が見えない状態で測定します 

顕著に歪みがある場合、そのままリアルタイムモードに

して補正を意識させます。その後、再度カウントダウン

モードで確認をします 
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歩幅や歩数の速度を測定します 

 
 

 
 
 

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
  
   
 

      測定方法 

①センサーから 4.5m離れた場所に立ちます。 

②センサーに向かってあるくと 4.0mの地点でスタートの音声が流れます。 

③センサーから 1.5mの位置にくると「そこまで」と音声が再生され計測終了となります。 

※計測は 2回行われた後に良い方の数値が画面に表示されます。 

 

 

 

 

      ワンポイント 

 

※実施する前に予め目安となる線(センサーから 1.5mと 4m位置)を引くとわかりやすくなります。 

※標準プリンターが接続されている場合印刷ボタンを押すと画面を印刷する事ができます。 

※保存ボタンを押すと現在の画面を保存する事ができます。 

※体験者のデータが取得できなかった場合は RESULTボタンを押して結果を直接記載して下さい。     

歩行速度を調べる「歩数計測」 

」 

センサーから 4.5m離れて

ください。 

センサー1.5mの距離まで歩き終えると終了です 

CAMERAを ONにすると実写が合成表示されます。 

PRINTを ONにすると、計測後自動でラベル印刷されます。 
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立位で前方へリーチできる最大距離を測定することで、転倒リスクやバランス能力を評価します 

 
 
 
 

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
  
   
 

 

      測定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ワンポイント 

※利用者の転倒に気を付けて下さい。 

※測定できなかった時は、RESULTボタンにて直接登録が出来ます。 

※設定を調整する事で練習の回数を変更する事ができます。 

※センサーに近い位置をミリ単位で取得しています。 

※伸ばした手よりセンサー近くに他の介助者が入ると、その介助者の距離を取ってしまうのでご注意下さい。 

 
 

 

  

    

ファンクショナルリーチテスト「FRT」 

」 

センサーから 2mの距離に

立ってください。 

指示に従い、手をグーにしたまま腕を上げます。 

 
 

指示に従い、手をグーにしたまま伸ばします。 

(距離を取得しやすくするためグーにして下さい) 

 

練習回数を変更する事が出来ます。 
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人の移動性を評価するために使用されるテストです 

 
 
 
 

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
  
   
 
 

      測定方法 

 

 

 

 

 

 

 

      ワンポイント 

※介助者が利用者とセンサーの間に入ると誤動作をする場合があります。 

※マニュアルモードは音声で開始と終了が出来るようになります。 

(自動では計測しませんのでスタート・ストップと発声して時間計測します) 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

    

Time Up to Go Test「TUG」 

」 

4.3m離れた位置に椅子を

置きます。センサーから

1.3mの位置にコーンを置

きます。 

VOICEを ONにすると、「START」の声で始まり、 

マニュアルモードとなります。 

席を立つとカウントアップが始まります。 

ゆっくりとコーンの周りをまわり、元の椅子に座ります。 
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30秒椅子立ち上がりテスト「ＣＳ３０」 

センサーからの距離は 2mが

目安です。 

 

バランスをとりながら、立ち座りを３０秒間繰り返します。 

 

カットオフ表示を切り替える事ができます。PRINTを ON

にすると計測後ラベルプリンターに印刷されます。 

片足立ちバランステスト 

センサーからの距離は 2mが

目安です。 

カウントダウンのスタートにあわせ片方の足を上げます 

 

印刷スロットはラベルプリンターで出力時に 

確率に応じた抽選番号等が印刷されます。 
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小さい順にタッチ「反射神経」 

センサーからの距離は 2mが

目安です。 

画面内の小さい数から順番に全てタッチして消します 

パターンの「？」以外は毎回固定位置となります 

N回前の数字をタッチ「Ｄｕａｌ Ｎ Ｂａｃｋ」 

センサーからの距離は 2mが

目安です。 

難易度により数値のブロック数が多くなります。 



 

 

2020.7 発行(計測ガイド) 


